
福田 千惠（ふくだ せんけい）

概要

日本画家。
日本藝術院会員、日展理事、新日春会理事長、葛飾区名誉区民、葛飾区美術会会員。

東京都葛飾区東立石に生まれ、区立川端小学校卒業後、市川市の私立国府台女子学院に学ぶ。幼少期より絵を描く
ことを好み、後に日本画家・佐藤太清（たいせい）画伯に師事。武蔵野美術大学造形学部日本画科を卒業後、本格
的に画業へ進む。

人物画から静物画まで幅広い画題を手掛け、心の機微を巧みに表現し気品に満ちた作風は高い評価を受ける。
2002年にはサウジアラビア王国の委嘱により、初代国王アブドゥルアジズ国王「偉」を制作するなど、日本画の世
界発信にも尽力している。

主な受章・顕彰

2006年　日本藝術院賞 受賞
2012年　葛飾区名誉区民 顕彰
2024年　旭日中綬章 受章
2025年　紺綬褒章 受章

略歴

年 内容

1946年 東京都葛飾区東立石に生まれる

1967年 佐藤太清に師事

1969年 武蔵野美術大学造形学部日本画科卒業

1978年 第13回日春展 日春賞受賞（奨励賞 ‘72年・‘83年）

1981年 第13回日展 特選受賞（同 ‘84年）

1996年 第28回日展 会員賞受賞

1997年 髙島屋（日本橋・京都）にて個展開催（同2013年）

1999年 第31回日展 文部大臣賞受賞

2000年 雅号を「千惠（せんけい）」に改める

2002年 サウジアラビア王国委嘱作品 アブドゥルアジズ国王「偉」制作

2006年
第37回日展 「ピアニスト」により日本藝術院賞受賞
日展理事就任

2009年
日本藝術院会員 任命
第43回日展「今日そして明日」制作

2012年 葛飾区名誉区民 顕彰

2018年 「画業50年記念　福田千惠―悠久への美を求めて―」開催 和光ホール（銀座・和光）

2019年 中国周恩来鄧穎超記念館 公明党委嘱「金の橋」制作

2024年
第11回日展「護」制作
新日春展理事長就任
旭日中綬章受章

2025年 紺綬褒章受章（父・勲の刀剣コレクションを東京国立博物館へ寄贈）


